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はじめに
　河川には、大雨による洪水や氾濫、これに伴う水害と
いった、人間にとって脅威になり得る要素がある一方で、
水、食料、気候調節、水質浄化、洪水制御、文化、景観、
レクリエーション、あるいは生物多様性の維持のように、
恵みとなる要素も豊富に存在している。
　河川の脅威と恵みは、人間による河川への働きかけの
効果と相互に連関している。人間は、河川改修や上流部
のダム建設など、河川の脅威を抑制するための努力をし
ながら、一方では河川の恵みを持続的に享受するための
働きかけを繰り返してきた。
宇都宮大学地域連携教育研究センター研究報告	23	:	23-29	(2015)
要旨：本研究では、新聞記事データベースの解析によって、多摩川の生態系サービス（恵み）と利用、あるいは
脅威の具体的な要素を示すとともに、特に明治期以降現代に至る変遷を明らかにした。この結果、多摩川の恵み
と利用、脅威の要素については、時代を通じて一貫して変わらない要素が認められる一方で、それぞれの時代の
自然的社会的条件の影響を受けて、衰退あるいは新興した要素が認められた。多摩川の主要な恵みと利用につい
て見ると、近世あるいは明治期から現代まで一貫して認められるのは、水、水産物、水遊び・花火・花見であった。
これらは、川の恵みと利用の基本を成すもので、多摩川に認められる恵みは、以上の要素と何らかの関係をもっ
ているものが多かった。一方で、多摩川の主要な脅威について見ると、氾濫と渇水が断続的に課題となっていた。
また、戦後には、水質汚濁や外来生物の侵入が大きな課題となり、恵みと利用、脅威の要素は相互に連関して生
じていることが示唆された。
キーワード：多摩川、生態系サービス、時代変遷、新聞記事データベース
図 1 多摩川水系
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　河川の脅威と恵みの要素については、その時々の社会
背景を伴う人間の意識や技術手段によって、変化し続け
ている。多摩川（図 1）は、江戸から東京に至る日本の
首都圏の歴史的な発達とともにあり、脅威の制御と持続
的な恵みの享受が絶え間なく求められてきた、世界最大
級の都市河川である。
　本研究では、人と多摩川の関わりとして、特に明治期
以降の生態系サービス（以下「恵み」とする。）に焦点を
あて、文献調査によって多摩川の恵みの変遷を明らかに
することを目的とした。
1 章　調査の方法
1節　新聞記事データベース
　多摩川にはどのような恵みがあると認識されていたか、
ここでは近年利用可能になった、読売新聞と朝日新聞の
新聞記事データベースを用いたテキスト解析を行うこと
で定量的な評価を試みた。
　読売新聞については、1874 年以降の記事がデータベー
ス化されたヨミダス歴史館 [1] を用いた。一方で朝日新
聞については、1879 年以降の記事がデータベース化さ
れた聞蔵データベース [2] を用いた。
2 節　テキスト解析
　多摩川（ないし玉川）をキーワードとした検索を行っ
て関連記事のリストを作成し、これをもとにテキスト解
析を行うことで頻出語を抽出した。テキスト解析には、
フリーのソフトウェア KH	Coder[3] を用いた。なお、KH	
Coder には、形態素解析器として「茶筅」が組み込まれ
ている。
　以上の方法によって、多摩川に関する報道記事データ
ベースを作成し、テキスト解析を行って、多摩川の産物
または利用に関する要素を抽出し、時代別に要約すると
以下のとおりである。
2 章　明治期以降の多摩川の
生態系サービスの変遷
　読売新聞・朝日新聞の記事データベースを作成し、こ
こから多摩川に係わる恵み、利用、脅威の視点からそれ
ぞれの要素を抽出して、明治時代から平成時代に至るま
で時系列的に整理した結果、表１を得た。
　明治維新によって日本は急速に近代化への道を歩み、
江戸は東京としてさらに拡大発展を続けた。明治期に東
京府下におかれた東京市旧 15区の人口は、1900 年代初
頭には 200 万人を超え、東京市民の生活用水への需要も
高まった。
　明治期の近代化を背景として、江戸期において不可欠
であった河川の流通における役割は、鉄道、馬車、人力車、
荷車による陸運に徐々に置き換わっていった。これと同
時に、河川に沿って形成された河岸や渡船も姿を消して
いった。
　近代都市東京の建設には、江戸期の木材に代わって多
量のセメントが求められるようになり、東京近郊から得
られるセメント資材として多摩川の砂利が盛んに利用さ
れた。これに伴い、多摩川の砂利を運搬する目的で、砂
利鉄道の敷設整備が進展した。JR 武蔵野線や西武多摩川
線など、一部の路線は現代においても受け継がれている。
鉄道の施設によって、多摩川への行楽利用や、沿川の都
市開発が促進された。多摩川の砂利は、近代都市東京の
建設に不可欠な役割を果たしたが、一方で、過剰な砂利
採掘によって河床が低下し、取水やアユの遡上に障害が
生じるなど、社会問題を引き起こしている。対策のために、
取水堰や魚道の設置がなされ、戦後になってから全域で
採掘が禁止されているものの、その影響は現代において
も認められる。
　以下に、新聞記事において認められた生態系サービス
について、時代別に概要を記す。
1 節　明治期の生態系サービス
　明治期において、鮎は、多摩川の恵みの代表格として
認知されていた。文明開化とともに、急速に発達する首
都東京において、上水による飲み水の確保と水源の維持
が課題であった。新たに、水力による電気の供給源とし
ても利用されはじめた。一方で水害防止のための築堤が
課題となっていた。以下に、それぞれの恵みの要素の概
要を示した。なお、カッコ内は記事件数を示す。
アユ（59）
・天皇陛下、皇后陛下を始め、皇族が多摩川を訪れ、鮎
漁を楽しまれた様子が多く記事にされている。
・鉄道会社の接待、料理店や芸者、画家、行政職員など
が多摩川を訪れ、鮎漁会を催した。
・日野町、立川村（現在の日野市、立川市）では、鵜飼い、
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注連縄（投網）漁、友釣り等によって鮎漁が行われて
いた。
・当時多摩川の鮎釣りには、自動車で日比谷から 2時間
程度とされ、さらに鉄道の開通によって便利が良くなっ
たとされている。
玉川上水・上水（30）
・飲料水を東京市内に供給するための取水口が設置され
ていた玉川上水に関しては、断水や減水によって、市
民の生活に影響が生じるため、しばしば記事にされて
いた。
・上流部での水力電気事業計画による水質への影響や、
上水の修繕に伴う東京市内の断水、桜並木の整備、本
川の洪水制御のために上水への水供給が減少すること
など、玉川上水に影響する諸課題についてしばしば記
事になっている。
水源（29）
・増加する東京府の飲料水確保のため、多摩川の水源保
護は社会問題となり、社説においても採り上げられて
いる。
・多摩川の水源涵養を目的とした、水源地の森林造成や
保安林指定、沿川の公園における植栽といった動きが
しばしば記事になっている。
水力（17）
・近代化とともに不可欠となった電力を賄うため、多摩
川上流で水力電気事業を行う計画が浮上し、事業主体
や水道への影響が議論されていた。
演習（7）
・騎兵隊や砲兵隊など、軍隊の演習場として多摩川の河
原が利用されていた。
花火（6）
・多摩川の二子や浅川にて、花火大会が催され、多くの
人手があった。
放流（5）
・1870 年代より、サケ、マスの放流が行われていたこと
が記事にされている。
2 節　大正期の生態系サービス
　大正期には、多摩川は首都圏児童の夏期林間学校とし
て利用されていた。花火大会が開催され、遊園地が開設
されるなど、都市住民の行楽利用が始まり、多くの人出
があった。各所で水力発電所が設置され、改修工事も進
められた。以下に、それぞれの恵みの要素の概要を示した。
なお、カッコ内は記事件数を示す。
林間学校（28）
・多摩川の調布で夏期林間学校が行われ、東京市内の児
童生徒が訪れていた。
・多摩川で児童の水遊び、お芝居や劇が催され、赤十字
による夏期保育所も設置されていた。
アユ（17）
・アユ漁の解禁日や料理法など、アユにまつわる記事が
掲載されている。
・天皇陛下、徳川家一門、大相撲、芸妓（芸者）、芸人、
婦人団体が多摩川に鮎漁のため訪れた。
花火（10）
・多摩川の丸子で花火大会が開催された。
水力発電（10）
・明治時代から継続して、東京市の電力自給のため、多
摩川の水力発電利用について、議論がされていた。
・多摩川の水力を用いた電気会社が設立された。
水泳（6）
・東京府市の水泳場として多摩川が利用されていた。
水道（6）
・水道利用のための多摩川上水の水供給や水源について、
主に課題として記事にされていた。
遊園地（5）
・郊外電車の沿線に遊園地が見られるようになり、多摩
川河川敷には「温泉遊園地・多摩川園」が設置された。
その他
・天皇、華族、警視庁、学生らが多摩川に遠乗りに出か
けている。
・多摩川で陸軍の徒渉や水馬教練が行われている。
・沿岸や稲田堤で梅や桜の花見会が催されている。
・多摩川はしばしば清流と表現されていた。
・多摩川での活動はしばしば清遊と表現されていた。
3 節　昭和戦前期の生態系サービス
　昭和戦前期には、多摩川畔で様々な大会や展覧が催さ
れるようになった。鮎釣り・漁が一般的に行われていた。
遊園地は、都市住民の週末の行楽の場として利用された。
多摩川への人出の賑わいや河川敷のオープンスペースを
用いて、軍事的な宣伝の場にも利用された。多摩川は季
節を感じさせる場として認識されていたことを示す記事
が多い。以下に、それぞれの恵みの要素の概要を示した。
なお、カッコ内は記事件数を示す。
大会（126）
・大正時代に整備された遊園地や日本で始めてとなる自
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動車サーキットが作られ、関連する大会が多く開催さ
れた。
・この時期に記載された大会には、花火大会、カヌー大会、
グライダー競技大会、つつじ大会、菊花大会、自動車
競走大会、納涼大会がある。
・支那事変に関連したイベントや鹵獲品の展示が遊園地
等で行われていた。
鮎（73）、釣り（54）
・鮎に関して、解禁日、釣り場など釣りの情報が多く、
さらにアユの放流が行われ始めた。
・アユ釣りに影響する要素として、天候、砂利堀、水量
に関する記載がある。
・アユ以外にも、ウナギ、ナマズ、コイ、ハヤ、マルタなど、
多様な魚種が対象となっており、釣りが盛んだった。
水（27）
・多摩川について、清流と呼ばれるか、あるいは多摩川
の水を清水と表現した記事が見られる。
・一方では水の事故も発生していたが、この頃は多摩川
で水泳が盛んに行われていた。
春（23）・秋（16）
・季節を感じさせる便りとして、花では春は桜とつつじ、
秋は菊の開花について記事にされており、季節の行楽
で多摩川に出かける人が多く見られた。
4 節　昭和戦後期の生態系サービス
　昭和戦後期になると、多摩川で野球などのスポーツ利
用が進んだ。河川を花、季節を感じることができる自然
としてとらえるようになった。工場や生活排水による汚
染が進み、浄化が課題となり、サケの放流等の保護活動
が始まった。また、水の事故が大きく報じられるように
なった。以下に、それぞれの恵みの要素の概要を示した。
なお、カッコ内は記事件数を示す。
水（97）・水道（37）
・この時期より、水質汚濁、工場排水・生活排水の流入、
河川ゴミ、洪水による水害、水の事故、飲料水の不足
など、多摩川の水問題を扱った記事が圧倒的に多くな
る。
・一部ででは引き続き、水泳や水遊びの場としての利用
が続けられていた。
巨人（79）・キャンプ（47）・野球（38）
・多摩川河川敷に読売巨人軍のキャンプ場が作られ、野
球場としての利用がされていた。
サケ（62）
・多摩川の浄化を念頭に、サケの稚魚を放流する運動が
行われる。
・放流したサケが再び多摩川に回帰することを目標に、
河川敷の清掃や水質浄化への運動がなされる。
大会（54）・行楽（35）
・多摩川河川敷が、多様な催しの場として利用されている。
・特に多いのは、河川敷で開催される花火大会で、多く
の人で賑わっている様子が記事にされている。
・この時期に記載された大会は、清掃活動、焼き芋大会、
石器づくり大会、花火大会、たこ揚げ大会、マラソン
大会、写生大会、母親大会、カヌー大会、水上スキー
大会、灯籠流し、模型飛行機大会、競歩大会、お笑い
大会、撮影大会、ホタル狩り大会、モーターサイクル
大会、堤防道路促進大会、水害防止のための河川改修
を訴える大会、平和運動の大会であった。
・首都圏からの休暇中の行楽場所として、多摩川の様々
な楽しみ方が紹介されている。具体的には、花見、日
帰り旅行、遊園地、紅葉、鮎釣り、ピクニック、ホタル、
鮒釣り等であった。
アユ（51）
・多摩川のアユについて、釣りの様子や解禁日の行事な
どに関する情報が記事にされている。
・工場からの排水流入など、水環境の悪化に伴いアユな
ど魚が死ぬことがあった。
浄化（49）
・多摩川浄化を目的とした、市民活動、漁業組合の申し
入れ、行政対応など様々な動きが記事にされている。
自然（43）・花（43）
・多摩川が「自然」の対象として認識されるようになっ
ている。
・野鳥や昆虫など野生動植物の生育生息場所、サケ回帰
などが自然として記事にされている。
・自然とのふれあい、自然観察、自然図鑑の作成、写真
の撮影など、多摩川の自然を対象とした活動が行われ
ている。
・多摩川の自然を、河川敷の公園設置、堤防道路、無許
可の利用などから守ろうとする市民運動が行われてい
る。
・多摩川の自然を観光資源とみなし、自然公園指定され
る動きがある。
・多摩川の花見に多くの人手があった。対象は、草花、桜、
ナシ・リンゴ花、多摩川園の菊花、花壇など多様である。
春（42）
・多摩川の春の便りとして、水ぬるむ様子、冬鳥の旅立ち、
濃霧の様子等が伝えられている。
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時代 年代 恵み 利用 脅威
1871-1880 サケ、マス、アユ、漁場、水源 水運、稚魚放流、養殖、漁、導水 河川氾濫、渇水
1881-1890 アユ、漁場、軍事演習場、釣り場、鉱泉、
水源、水泳場
行幸啓、漁、軍事演習、花火大会、水運（渡船）、植林、釣り、水泳 渇水、河川氾濫
1891-1900 桜、アユ、ヤマメ、漁場、水源、砂金、
釣り場、砂利、軍事演習場、水力
漁、鉱業、釣り、採石、軍事演習、発電、山林伐採、行幸啓 河川氾濫、赤痢
1901-1910 水源、水源林、アユ、漁場、釣り場、
砂利、水力、梅、鵜
散策、漁、釣り、水運、採石、行幸啓、発電、花火大会、清遊、舟遊び、
狩猟
河川氾濫
1911-1920 アユ、漁場、軍事演習場、水源、梅、
地下水源、ニジマス、水泳場、水力、
桜
漁、行幸啓、軍事演習、花火大会、植林、水泳、発電、花見、林間学校 渇水、河川氾濫
1921-1930 水泳場、砂利、水力、漁場、アユ、水源、
カジカ、マス、ハヤ、釣り場、アサリ、
ハマグリ、シジミ、コイ
水泳、採石、林間学校、発電、養殖、水運、水遊、花火大会、水馬競走、
多摩川園（行楽）、釣り、漁
河川氾濫、渇水
1931-1940 ヤマメ、釣り場、アユ、水源、フッコ、
水泳場、ハヤ、フナ、漁場、軍事演習場、
水力、コイ、砂利、ウナギ、タナゴ、
マルタ（ウグイ）、ナマズ、水質浄化、
ワサビ、ヤマベ、桜
花見、釣り、水泳、漁、花火大会、多摩川園（行楽）、運動場（スポーツ）、
軍事演習、発電、稚魚放流、採石、ピクニック、菊人形展、つつじ展、水遊、
自動車競走、行幸啓、軍国菊人形展、戦利品展覧、鹵獲品展覧、桜増殖、
戦捷つつじ大会、カヌー大会、水上スキー、学童交歓会（日独伊）
河川氾濫
1941-1950 釣り場、ヤマベ、フナ、ハヤ、アユ、
漁場、桃、水源、軍事演習場、鰉、コイ、
キャンプ村、ハゼ、ボラ、サンショ
ウウオ
釣り、航空博覧会、漁、国民錬成所、訓練犬競技大会、菊花大会、軍事演習、
博覧会・展覧会（軍事）、学童交歓会（日独伊）、稚魚放流、鹵獲品展覧、
キャンプ、プロ野球、多摩川園（行楽）、自転車駅伝、自動車競走、夏
季学校、花火大会、行楽、菊人形展
河川氾濫、渇水
1951-1960 釣り場、ヨモギ、アユ、漁場、砂利、
ハヤ、ヤマベ、水源、ホタル、コイ、
水泳場、ショウブ、水力、真水クラゲ、
競艇場、ハゼ、フナ、タンポポ、桜、
水源林、梨
水質規制（水質浄化）、環境保護運動、ボート、プロ野球、愛鳥週間、
工場排水（水質汚濁）、競艇、スモッグ、野鳥保護、ゴミ拾い、多摩川
園（行楽）、菊人形展、たこあげ大会、公園開発、写生大会、花火、ゴ
ルフ、自然祭、マラソン大会、漁、釣り、写真展、灯篭流し、サイクリ
ング、稚魚放流、渡し船、菊人形展、緑地広場、浄水施設（水質浄化）
水質汚濁、大気
汚染、河川氾
濫、悪臭、カシ
ンベック病、公
園開発
1961-1970 桜、ヤマベ、アユ、釣り場、漁場、
水泳場、水源、競艇場、果樹園、リ
ンゴ、ナシ、ブドウ、キャンプ場、
砂利、ハゼ、コジュケイ、水源林
プロ野球、釣り、花火大会、ロードレース大会、競艇、稚魚放流、漁、
たこあげ、清掃活動、環境保護運動、カヌー、モトクロス、浄水施設（水
質浄化）、工場排水（水質汚濁）、水質基準（水質浄化）、花粉症、多摩
川サミット（環境保護）、探鳥会、放鳥、森林整備公社、名犬・愛犬展、
ジャズ・フェス、マラソン大会、行楽、多摩川ウイーク、ジェットスキー、
種まき（緑化）、スモッグ、古墳見学会、多摩川河川敷で歩こう大会
悪臭、水質汚
濁、植生異変、
渇水、大気汚
染、ピラニア、
ブルーギル
1971-1980 カモ、競艇場、オオハクチョウ、桜、
アユ、コイ、フナ、梨、ハヤ、タナゴ、
漁場、釣り場、水質浄化、水源、ヒ
ヌマイトトンボ、ヤマベ、ハゼ、ウ
ナギ、カモ、サワガニ、ホタル
稚魚放流、漁、釣り、ホタル観賞会、マラソン大会、どんど焼き、カヌ
ー、いかだレース、多摩川の鳥展（写真展）、多摩川河川敷で歩こう大会、
ジャズ演奏会、水質検査（水質浄化）、多摩川の自然写真展、清掃活動、
紅葉（行楽）、環境保護運動、丸太道作り、養殖、苗木配布、生活排水（水
質汚濁）、みずウォーク、花火、「鵜の木」物産展、サッカーフェスティ
バル、レディテニス全国大会、たこあげ、発電、温泉、植樹、多摩川ウ
ォーク、花見、競艇、ふれあいウオーク、イベントラリー、全国少年サ
ッカー都大会、植物観察会、水泳
渇水、水質汚
濁、ダイオキシ
ン、河川氾濫
1981-1990 釣り場、水質浄化、カワラエンマ、
競艇場、サケ、漁場、タイ、水源、
アユ、スイカ、トマト、メダカ、カ
ダヤシ、フナ、コイ、セミ、キジ、
ハヤ、ニジマス、ヒメマス、ウグイ
野鳥観察、どんど焼き、水族館、稚魚放流、釣り、イベントラリー、い
かだレース、清掃活動、漁、花火大会、人工雨、競艇、マラソン大会、
ロードレース大会、水質調査（水質浄化）、花見、多摩川ウオーク、全
国少年サッカー都大会、水源森林隊、植物観察会、水鳥観察会、森林ウ
オーク、植樹、景観保護（建築制限）、カヌー大会、鵜の木まつり、水
泳、浄水施設（水質浄化）、みずウオーク、水辺散策、ハイキング、地酒、
多摩川写真コンテスト、源流シンポジウム、多摩さくら百年物語、遊学
熟、森林フォーラム、魚道整備、ロックフェス、発電、リサイクルフェス、
水源林ウオーク、多摩川流域フェス
ワニガメ、水質
汚濁、カミツキ
ガメ、シカ食
害、アレチウリ
1991-2000 サケ、ヤマメ、アマゴ、ウグイ、桜、
アユ、漁場、アジサイ、釣り場、ホタル、
アメリカヒドリ、水質浄化、ハゼ、
水源林、マルタ、コイ、カジカ、水源、
ユスリカ、アサザ、ハクチョウ、野
ネズミ、ヒヌマイトンボ、コアジサシ、
ツバメ、水力、カルガモ、アマサギ、
梨、オオイヌノフグリ、サギ、競艇場、
梅、原生林、ワサビ、ウナギ、カワ
ラノギク、水泳場
稚魚放流、漁、釣り、ホタル観賞会、マラソン大会、どんど焼き、カヌ
ー、いかだレース、多摩川の鳥展（写真展）、多摩川河川敷で歩こう大会、
ジャズ演奏会、水質検査（水質浄化）、多摩川の自然写真展、清掃活動、
紅葉（行楽）、環境保護運動、丸太道作り、養殖、苗木配布、生活排水（水
質汚濁）、みずウォーク、花火、「鵜の木」物産展、サッカーフェスティ
バル、レディテニス全国大会、たこあげ、発電、温泉、植樹、多摩川ウ
ォーク、花見、競艇、ふれあいウオーク、イベントラリー、全国少年サ
ッカー都大会、植物観察会、水泳
渇水、水質汚
濁、ダイオキシ
ン、河川氾濫
2001-2010 トビハゼ、ヤマメ、サケ、釣り場、アユ、
漁場、アジサイ、梨、競艇場、マス、
水質浄化、桜、コアジサシ、水源林、
フジバカマ、カワラノギク、マガモ、
水泳場、タマノカンアオイ、コイ、
マイタケ、ヨメナ、ムサシノキスゲ、
アカバナユウゲショウ、水力
野鳥観察、どんど焼き、水族館、稚魚放流、釣り、イベントラリー、い
かだレース、清掃活動、漁、花火大会、人工雨、競艇、マラソン大会、
ロードレース大会、水質調査（水質浄化）、花見、多摩川ウオーク、全
国少年サッカー都大会、水源森林隊、植物観察会、水鳥観察会、森林ウ
オーク、植樹、景観保護（建築制限）、カヌー大会、鵜の木まつり、水
泳、浄水施設（水質浄化）、みずウオーク、水辺散策、ハイキング、地酒、
多摩川写真コンテスト、源流シンポジウム、多摩さくら百年物語、遊学
熟、森林フォーラム、魚道整備、ロックフェス、発電、リサイクルフェス、
水源林ウオーク、多摩川流域フェス
ワニガメ、水質
汚濁、カミツキ
ガメ、シカ食
害、アレチウリ
表 1 多摩川の生態系サービス（恵み）、利用、脅威の時代変遷（読売新聞・朝日新聞データベースの解析による）
明治
大正
昭和
（戦前）
昭和
（戦後）
平成
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・春休みには、多摩川河川敷の遊園地に行楽に訪れる人
が多かった。
・多摩川で春に営まれる野草観察、春の釣り、摘草、ハ
イキングなどが紹介されている。
3 章　まとめ
　本研究では、新聞記事データベースの解析によって、
多摩川の生態系サービス（恵み）と利用、あるいは脅威
の具体的な要素を示すとともに、特に明治期以降現代に
至る変遷を明らかにした。
　この結果、多摩川の恵みと利用、脅威の要素については、
時代を通じて一貫して変わらない要素が認められる一方
で、それぞれの時代の自然的社会的条件の影響を受けて、
衰退あるいは新興した要素が認められた。
　多摩川の主要な脅威について見ると、氾濫と渇水が断
続的に課題となっていた。また、戦後の 1950 年代以降
からは、昭和の高度経済成長期に生じた工場排水や家庭
排水による水質汚濁が大きな課題となった。1980 年代
からは、外来生物の侵入が大きな脅威として認められる
ようになった。なお、渇水と水源の確保、水質汚濁と水
質浄化機能、あるいは外来生物の侵入と生物多様性の維
持のように、恵みと利用、脅威の要素は相互に連関して
生じていることが示唆される。
　多摩川の主要な恵みと利用について見ると、近世ある
いは明治期から現代まで一貫して認められるのは、水、
水産物、水遊び・花火・花見であった。これらは、川の
恵みと利用の基本を成すもので、多摩川に認められる恵
みは、以上の要素と何らかの関係をもっているものが多
かった。それぞれについて、要点をまとめた。
【水】
　水源、水運、漁場、水遊び（水泳）は、近世から継続
された多摩川の主要な水の恵みである。水運は衰退した
ものの、これらの恵みは現代も継続して利用され、多摩
川の恵みとして認識されている。明治期からは発電のた
めの水力利用がされるようになり、さらに建築資材とし
て砂利の採掘が盛んに行われるようになった。過剰な採
掘によって課題を引き起こしたものの、多摩川の砂利は
東京の発展に大きく貢献し、砂利採掘のために敷設され
た鉄道は、多摩川の行楽利用にも利用され、流域の都市
化を進展させた。明治期の多摩川は清流と言われる程水
質も良好であったが、戦後の高度成長期に著しい水質汚
濁が生じると、これが契機となって、河川の水質浄化機
能が恵みとして認識されるようになった。
【水産物】
　アユ、ウナギ、コイ、フナ、シジミ等の多摩川の水産物は、
江戸期から盛んに利用されており、時代を通じて一貫し
て利用されてきた多摩川の恵みである。特にアユは、江
戸期から多摩川の水産物として著名であった。大正期ま
では、鮎漁会が盛んに催され、多摩川の風物となってい
た。漁業資源としての恵みに加え、レジャーとしての釣
りも特に昭和戦前期までは盛んに行われていた。昭和戦
後期の水質汚濁や水質浄化への取り組みが課題になると、
再生のシンボルとしてアユやサケが注目され、稚魚の放
流イベントが行われた。河川横断工作物の設置による移
動障害を低減し、アユ等の遡上や流下を可能とするため、
魚道も設置されるようになった。
【花火・水遊び・花見】
　河川における花火は、江戸期から記録がある営みであ
る。多摩川においても、明治期から継続して花火大会が
開催されており、現在でも多くの人出がある。
　多摩川が清流あるいは清水と言われていた昭和戦前期
までは、水泳が盛んに行われていた。昭和戦後期に水質
汚濁が深刻化し、水の事故が社会問題になった時期もあっ
たが、水泳あるいは水遊びは、現代まで継続して行われ
ている。
　昭和戦前期まで、玉川上水の桜並木や、多摩川からの
季節の花の便りは、多摩川に行楽で出かける動機となっ
ていた。昭和戦後期からは、花と並んで、多様な動植物
が生きる自然として認識されるようになり、施設整備や
利用圧が高まると、自然を守るための活動も活発化した。
現代では、多摩川の生物多様性の維持機能が恵みとして
認識されるようになっている。
　現代の多摩川では、これまで認められた代表的な恵み
と利用に加えて、マラソン・サッカー等のスポーツ大会や、
散策・ウォーキングや自然観察会等の様々なイベントが
開催されている。流域の都市化の進展とともに、河川へ
の都市的利用圧も高まり、多摩川は市民参加の場所とし
て利用される傾向が認められる。これに伴って、多摩川
の恵みに関する認識も変化しているものと考えられる。
　すなわち、河川が都市と一体となって、恵みの要素も
利用の形態もより多様化しつつあるのが現状である。流
域人口が著しく多く、大都市圏を貫流する多摩川におい
ては、生態系サービスに対する要求も高く、かつその内
容は時代とともに大きく変遷している。これからも多摩
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川の生態系サービスを持続可能に利用し続けていくため
には、暮らしの変化や生態系サービスへの要求を注意深
く見つめていくことが課題となるだろう。
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